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１．研究目的 

	 地球温暖化は人間社会に多大な影響を及ぼすと考えられ、特に都市圏への人口集中

が進む日本やアジア各国においては、ヒートアイランド現象の増大も重なり都市気候

の悪化が懸念されている。そこで本研究では、領域気候モデルWRFを用いて日本や
世界各国の大都市を対象とした将来気候予測実験を行う。また、地球温暖化などに伴

う電力需要の高まりを受け、安定した風力発電のための気象予測可能性の探求や、地

域風系のメカニズム解明などに必要な実験を行う 
 

２．研究成果の内容 
	 日本の首都圏を対象とした将来気候予測実験では、首都圏の都市構造変化による暑

熱環境の緩和効果を検証した。その結果、約 50年後には地球温暖化によって気温が
2~3℃上昇するのに対し、都市構造パターンの変化による緩和効果は 0.2~0.4℃程度に
とどまり、首都圏レベルの都市構造変化は温暖化の緩和策としては絶大な効果をもた

らさないことが示唆された。ベトナムを対象とした都市気候シミュレーションでは、

過去数十年にわたるホーチーンミン市の都市化がヒートアイランド効果を強めている

ことが明らかとなった。これらの研究成果は、査読付き論文として 4本が国際紙に受
理された。局地風系を対象としたシミュレーション研究では、日本各地の代表的な局

地風に対してモデル検証実験を行った。 
 

３．学際共同利用として実施した意義	   
	 本研究では、実社会における気候予測情報の利活用に注力している。例えば、日本

を対象とした将来予測実験では、厚生労働省が用いている「暑さ指標」を予測データ

から算出し、21世紀末までにどの程度の労働時間が暑熱によって制限され得るかを検
証した。このような予測情報は今後の労働を考えるのに役立つと考えられる。さらに

ベトナムなど発展途上国を対象とした気候予測実験は、対象国の政策決定に役立つも

のと期待される。 
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４．今後の展望 
	 今後は、気候予測情報のさらなる高解像度化を行い、これらが有効活用されるよう、

健康分野やエネルギー分野、特に地方自治体との連携に力を入れる考えである。合わせ

て、非専門家でも気候予測情報を創出・解析できるよう、「温暖化ダウンスケーラ」の

開発とクラウド化を進める。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS   
HA-PACS/TCA   

COMA ◯ 1,600 
※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 


